
金
源
古
蹟
士
也
容

廿
一

否• 

五
凶

金
津
古
蹟
志
春
廿

滅

菌

長

町

筋

0 
長

町

指田務
中
は
、
都
て
務
士
の
邸
地
に
て
、

一
番
丁
よ
り
六
番
丁
ま
で
六

候
あ

p
。
席
前
仰
に
一
耳
ム
。
此
の
町
内
は
.
佐
官
よ
り
火
災
の
難
な
く
.

賓
賂
九
年
の
大
火
に
も
共
の
維
を
揺
れ
た
り
。
放
に
諸
士
の
邸
地

甚
だ
朝
出
家
多
し
。
長
氏
の
沓
邸
は
、
能
登
の
怒
領
地
問
鈎
漬
よ
り
引

き
来
り
た
る
古
館
な
る
の
み
怠
ら
十
、

一
帯
丁
岡
問
氏
の
長
屋
を

ぽ
.
w前
永
六
年
五
月
逝
替
せ
し
児
、

元
和
二
年
の
椋
札
出
で
た
る
外
、

民
長
元
和
小
品
武
以
来
の
建
物
存
在
す
る
も
の
多
し
と
い
へ
り
。
曲
咽

尾
紀
陀
去
ふ
。
長
町
の
町
名
は
.
共
の
道
路
直
陀
し
て
兆
一
だ
長
し
。

放
に
長
町
と
い
へ
り
と
。
或
鈴
陀
、
此
の
地
に
古
へ

山
崎
長
門
屈
す
。

長
町
は
長
門
町
の
上
略
な
ら
ん
か
。

山
崎
氏
の
支
流
数
人
後
A

ま
で

居
住
す
と
。
又
一
設
に
は
.
長
氏
の
居
邸
よ
り
起
り
た
る
町
名
陀
て
‘

ち
ゃ
う
町
と
い
ふ
べ
き
を
、
喝
へ
思
し
き
故
陀
た
が
町
と
呼
べ
る
友

金
海

古
政

志

巻

廿

ら
ん
と
い

へ
り
o
m
T
次
按
宇
る
に
、
元
蔽
六
年
の
土
授
に‘

骨
甘
林
坊

格
下
よ
り
凶
磐
橋
の
下
越
ま
で
を
ば
.
都
て
長
町
或
は
本
長
町
と
紀

紋
し‘

元
総
三
年
火
災
記
に
も
、
長
町
加
巡
回
舎
近
所
掘
宗
叔
家
よ

り
出
火
す
と
あ
り
て
、
此
の
時
代
闘
榊
古
橋
の
下
溢
ま
で
を
長
町
と
紛

し
、
ん
示
叔
町
の
名
な
か
り
し
と
聞
ゆ
e

き
れ
ば
共
の
路
程
甚
だ
長
吉

に
よ
り
、
長
町
と
は
呼
ぴ
た
る
事
い
ち
じ
る
し
。

一
設
な
る
長
門
町

の
時
総
.
或
は
ち
ゃ
う
町
な
ど
の
設
は
取
る
に
足
ら
宇
。
皆
後
人
の

阪
総
な
る
べ
し
。
山
崎
長
門
の
邸
跡
は
‘
今
仰
馬
町
の
裏
K
帥
ち
長

門
町
と
い
へ
る
町
名
あ
り
。
ま
た
長
氏
の
首
宇
陀
掠
り
て
、
町
名
を

な
が
町
と
稀
す
べ
き
よ
し
友
し
。

O
踏

分

の
芝

総
尾
記
K
一
苫
ふ
。
香
林
坊
橋
の
下
長
町
入
口
の
閑
地
主
ば
、
的
分
の

芝
と
口
碑
に
体
へ
た
り
。
往
昔
此
の
地
溢
河
原
の
中
柏
崎
な
り
し
頃
の

遺
鋭
な
ら
ん
と
い

へ
り
。
仲
世
・
?
る
陀
・
姶
築
名
苦
闘
胞
に
、
背
は
犀
川

ニ
制
民
成
り
て
、

一
瀬
は
骨
甘
林
幼
際
の
小
橋
の
下
を
流
れ
、
殊
に
水

深
宮
陀
依
っ
て
、
舶
な
ど
も
入
る
程
な
り
し
と
あ
り
。
そ
の
か
み
の

地
m
U
H
h
も
ひ
や
る
べ
し
。

O
稲
荷
箆
長
寺一
種
地




